
ファームくだわは、平成元年に立ち上げた久田和営農組合が前身

となっており、平成２１年度から水稲及び黒大豆にて「コウノトリ

育む農法」を取り入れ、減農薬・無化学肥料栽培及び野鳥や水生生

物等生息環境の維持活動を実践している 。また、地区内で生産さ

れたＷＣＳを畜産農家へ提供し牛糞を籾殻と混ぜて発酵させ、堆肥

を生産し、ほ場に散布している。

さらに、米の輸出等、販売の多角化にも積極的に取り組んでおり、

令和３年７月から令和４年６月にかけて、コウノトリ育む農法米２，

７００ kg 、慣行米１３，９２０ kg、特別栽培米（ふるさと但馬

米）１８，９００kgを香港やオーストラリア等に輸出した 。

加えて、ファームくだわにおいては、農の雇用事業を活用した研

修生の受け入れ等、後継者の育成にも積極的に取り組み、それらの

取組を次世代につなぐことにも力をいれている 。

令和４年現在は組合員数２８名、環境保全型農業に取り組んでい

る面積は２７．２ ha であり、経営面積全体（３７．３ ha ）の７

３％に達している。

次世代につなぐ環境に優しい農業を ファームくだわの取り組み

農事組合法人 ファームくだわ

令和４年度
近畿地域未来につながる持続可能な農業推進コンクール

のうじくみあいほうじん ふぁーむくだわ

兵庫県朝来市主な取組
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